
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

クランブリングコードの生成方法において、
　 値ａｉ (i=０～ｃ－１、ここで、ｃは レジスタの総数 )を有する

から第１ｍシーケンスを生成するス
テップと、
　 値ｂｉ (i=０～ｃ－１、ここで、ｃは レジスタの総数 )を有する

から第２ｍシーケンスを生成するス
テップと、
　 ａｉ (i=０～ｃ－１ )を ０～ｃ
－１ マスキングすることによって シーケンスを生成するステップと、
　前記 シーケンスを前記第２ｍシーケンスに加算することによって スクラン
ブリングコードを生成するステップと、
　

　

ことを特徴とす
る方法。
【請求項２】
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　ス
第１シフトレジスタ 第１

第１シフトレジスタを備える第１ｍシーケンス生成器

第２シフトレジスタ 第２
第２シフトレジスタを備える第２ｍシーケンス生成器

前記第１シフトレジスタ値 マスク値の第１の組Ｋｉ （ i＝
）で 、第３ｍ

第１ｍ 、一次

前記第３ｍシーケンスを前記第２ｍシーケンスに加算することによって、二次スクラン
ブリングコードを生成するステップと

を備え、前記マスキングすることによって、第３ｍシーケンスを生成するステップは、
前記第１ｍシーケンスをＬチップだけ循環シフトして、一次スクランブリングコードに関
連したＬ番目の二次スクランブリングコードを生成するように構成される



　

【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【数１】
　
　
　
【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　スクランブリングコード生成器において、
　 値ａｉ (i=０～ｃ－１、ここで、ｃはレジスタの総数 )を有する複数
の レジスタを 、第１ｍシーケンスを生成する第１ と、
　 値ｂｉ (i=０～ｃ－１、ここで、ｃはレジスタの総数 )を有する複数
の レジスタを 、第２ｍシーケンスを生成する第２ と、
　前記 値ａｉ (i=０～ｃ－１）を マスキン
グして、 を生成するマスキング部と、
　前記第１ｍシーケンス及び前記第２ｍシーケンスを加算して、一次スクランブリングコ
ードを生成する１つの第１加算器と、
　前記 ｍシーケンスを前記第２ｍシーケンスに加算して前記二次スクランブリングコ
ードを生成する第２加算器と
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前記一次スクランブリングコードは、複数の一次スクランブリングコードのうちの一つ
であり、Ｋ番目の一次スクランブリングコードは、（（Ｋ－１）＊ Ｍ＋Ｋ）番目のゴール
ドコードであり、ここでＭは、一つの一次スクランブリングコード当たりの二次スクラン
ブリングコードの総数であり、１≦Ｋ≦５１２であることを特徴とする請求項１記載の方
法。

前記Ｋ番目の一次スクランブリングコードに関連した二次スクランブリングコードは、
（（Ｋ－１）＊ Ｍ＋Ｋ＋１）番目から（Ｋ＊ Ｍ＋Ｋ）番目のゴールドコードであり、ここ
でＭは、一つの一次スクランブリングコード当たりの二次スクランブリングコードの総数
であり、１≦Ｋ≦５１２であることを特徴とする請求項１記載の方法。

Ｌは、１≦Ｌ≦Ｍであり、ここでＭは、一つの一次スクランブリングコード当たりの二
次スクランブリングコードの総数であることを特徴とする請求項１記載の方法。

前記マスキングすることによって、第３ｍシーケンスを生成するステップは、第３ｍシ
ーケンスを生成するステップは、下記数式で表現されることを特徴とする請求項１記載の
方法。

第２シフトレジスタ値ａｉ をマスク値の第２の組Ｋｊ （ j＝０～ｃ－１、ここで、ｃは
第１レジスタの総数 )）でマスキングすることによって、第４ｍシーケンスを生成するス
テップと、
　前記第４ｍシーケンスと第２ｍシーケンスを加算して、一次スクランブリングコードに
関連したＮ番目の二次スクランブリングコードを生成するステップと
　をさらに備え、前記マスキングすることによって、第４ｍシーケンスを生成するステッ
プは、第１ｍシーケンスをＮチップだけ循環シフトして、Ｎ番目の二次スクランブリング
コードを生成することを特徴とする請求項１記載の方法。

Ｎは、１≦Ｎ≦Ｍであり、Ｍは、一つの一次スクランブリングコード当たりの二次スク
ランブリングコードの総数であることを特徴とする請求項６記載の方法。

前記一次スクランブリングコードと二次スクランブリングコードとは、Ｉチャネル成分
であり、前記方法は、さらに、一次スクランブリングコードと二次スクランブリングコー
ドの内の少なくとも一つを遅延させて、Ｑチャネル成分を生成するステップを備えること
を特徴とする請求項１記載の方法。

第１シフトレジスタ
第１ 用いて ｍシーケンス生成器
第２シフトレジスタ
第２ 用いて ｍシーケンス生成器

第１シフトレジスタ マスク値の第１の組Ｋｉ で
第３ｍシーケンス

第３



を含み、
　

ことを特徴とする方法ことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　

【請求項１１】
　

【請求項１２】
　

【請求項１３】
　

【数２】
　
　
　
　
【請求項１４】
　

【請求項１５】
　

【請求項１６】
　

【請求項１７】
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前記マスキング部は、前記第１ｍシーケンスをＬチップだけ循環シフトして、一次スク
ランブリングコードに関連したＬ番目の二次スクランブリングコードを生成するように適
合される

前記一次スクランブリングコードは、複数の一次スクランブリングコードのうちの一つ
であり、Ｋ番目の一次スクランブリングコードは、（（Ｋ－１）＊ Ｍ＋Ｋ）番目のゴール
ドコードであり、ここでＭは、一つの一次スクランブリングコード当たりの二次スクラン
ブリングコードの総数であり、１≦Ｋ≦５１２であることを特徴とする請求項９記載の方
法。

前記Ｋ番目の一次スクランブリングコードに関連した二次スクランブリングコードは、
（（Ｋ－１）＊ Ｍ＋Ｋ＋１）番目から（Ｋ＊ Ｍ＋Ｋ）番目のゴールドコードであることを
特徴とする請求項１０記載のスクランブリングコード生成器。

第１シフトレジスタ値ａｊ をマスク値Ｋｊ （ j=０～ｃ－１）の第２セットでマスクして
、第４ｍシーケンスを生成する第２マスキング部と、
　前記第４ｍシーケンスと第２ｍシーケンスを加算して、前記一次スクランブリングコー
ドに関連したＮ番目の二次スクランブリングコードを生成する第３加算器と
　をさらに備え、
　前記第２マスキング部は、第１ｍシーケンスをＮチップだけ循環シフトして、Ｎ番目の
二次スクランブリングコードを生成することを特徴とする請求項９記載のスクランブリン
グコード生成器。

前記マスキング部は、第１シフトレジスタ値ａｉ を以下の式に従ってマスクすることに
よって、第１ｍシーケンスを循環シフトするように構成されることを特徴とする請求項９
記載のスクランブリングコード生成器。

前記第１ｍシーケンス生成器は、第１シフトレジスタ値を循環シフトするように構成さ
れ、前記第２ｍシーケンス生成器は、第２シフトレジスタ値を循環シフトするように構成
されることを特徴とする請求項９記載の装置。

前記第１ mシーケンス生成器は、さらに、第１ｍシーケンスの第１生成多項式によって
、第１シフトレジスタの所定のシフトレジスタ値を加え、第１シフトレジスタの第１シフ
トレジスタ値ａｉ を右側にシフトし、第１シフトレジスタ値ａｃ － １ を所定のレジスタ値
の加算結果と置き換えるように構成されることを特徴とする請求項９記載のスクランブリ
ングコード生成器。

前記第１ｍシーケンス生成器は、第１シフトレジスタ値ａ０ に第１シフトレジスタ値ａ

７ を加え、次の第１シフトレジスタ値ａｃ － １ を形成するように構成されることを特徴と
する請求項９記載の装置。

前記第２ｍシーケンス生成器は、さらに、第２ｍシーケンスの第２生成多項式によって
、第２シフトレジスタの所定のシフトレジスタ値を加え、第２シフトレジスタの第２シフ
トレジスタ値ｂｊ を右側にシフトし、第２シフトレジスタ値ｂｃ － １ を所定のレジスタ値



【請求項１８】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、移動通信システムにおけるスクランブリングコード (scrambling code)生成装
置及び方法に関し、特に、マスキングコードを使用する多重スクランブリングコードを生
成する装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、符号分割多重接続移動通信システム (以下、“ＣＤＭＡシステム”と称する。 )
は、基地局区分のためにスクランブリングコードを使用する。そして、ヨーロッパ方式で
あるＷ -ＣＤＭＡシステムのＵＭＴＳ (Universal Mobile Telecommunication System)標準
案では、所定の長さを有する複数のスクランブリングコードグループに区分された多重ス
クランブリングコードを生成し、前記ＵＭＴＳ移動通信システムでは、前記ＣＤＭＡシス
テムでスクランブリングコードを使用する目的である基地局の区分の以外にも容量増大の
ための方法であるので、多重スクランブリングコードグループのそれぞれに対する直交コ
ード (orthogonal code)を使用してチャンネル区分 (channel separation)を行う方法を使
用している。すなわち、１つのスクランブリングコードグループに対してチャンネル区分
(channelization)のためのすべての直交コードを使い切った場合、移動通信システムは、
使用可能な通信リンクの数を増加させるために、第２スクランブリングコードグループを
利用できる。前記複数のスクランブリングコードグループから構成される多重スクランブ
リングコード (基地局での一次スクランブリングコード及び多重二次スクランブリングコ
ード )を備えるために、ＵＭＴＳ移動通信システムでは、スクランブリングコードとして
長さ２ 1 8－１であるゴールドシーケンスを使用する。前記２ 1 8－１の長さを有するゴール
ドシーケンスは、２ 1 8－１個の相互異なるゴールドコードで構成される１つのグループを
含む。同一なグループ内の前記ゴールドシーケンスは、相互優秀な相関度特性を有する。
ここで、スクランブリングのために、前記２ 1 8－１の長さを有するゴールドシーケンスを
３８４００チップに分けて反復使用する。
【０００３】
ＵＭＴＳ移動通信システムにおける各基地局は、前記システムで夫々の基地局を他の基地
局と識別するために、端末に割り当てられるいわゆる“一次スクランブリングコード (pri
mary scrambling code)”と呼ばれる固有のスクランブリングコードを有する。また、各
基地局のダウンリンクチャンネル信号を拡散 (スクランブリング )するために使用される前
記各固有のスクランブリングコードを“一次スクランブリングコード”と称し、使用可能
な直交コードのない場合は、前記一次スクランブリングコードでダウンリンクデータチャ
ンネルを拡散するために使用される前記スクランブリングコードグループのうちの１つを
“二次スクランブリングコード (secondary scrambling code)”と称する。基地局は、ダ
ウンリンクチャンネルの分離のために、データチャンネル信号のそれぞれに割り当てられ
る該当直交コードで現在通信している移動局へ伝送されるデータチャンネル信号を拡散 (
スクランブリング )するために、対応する直交コードを有するすべての移動局へ伝送され
る共通制御チャンネル信号を拡散 (スクランブリング )するために固有の一次スクランブリ
ングコードを使用する。前記基地局は、移動局が前記基地局を隣接した基地局と区別する
ために固有の一次スクランブリングコードを有する。すなわち、前記移動局が同一な一次
スクランブリングコードを共有する基地局の信号を同時に検出しないようにするために、
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の加算結果と置き換えるように構成されることを特徴とする請求項９記載のスクランブリ
ングコード生成器。

前記一次スクランブリングコードと二次スクランブリングコードとは、Ｉチャンネル成
分であり、前記スクランブリングコード生成器は、さらに、一次スクランブリングコード
と二次スクランブリングコードの少なくとも一つを遅延させ、Ｑチャンネル成分を生成す
るための手段を備えることを特徴とする請求項９記載のスクランブリングコード生成器。



一次スクランブリングコードの個数は、十分に大きい値、例えば、５１２個でなければな
らない。従って、個々の隣接基地局は、前記５１２個の一次スクランブリングコードのう
ち相互異なる一次スクランブリングコードを使用するようになる。また、チャンネル区分
のためにそれ以上の割り当てられる一次スクランブリングコードを有する直交コードがな
い場合、それぞれの基地局は、使用された一次スクランブリングコードに対応する複数の
二次スクランブリングコードグループから選択された二次スクランブリングコードを使用
する。
【０００４】
前記のように多重スクランブリングコードを使用する例としては、ＵＭＴＳシステムにお
けるダウンリンク (downlink)が挙げられる。以下、“スクランブリングコード”との用語
は、前記スクランブリングコードと同一なコードを示す“ゴールドコード (gold code)”
または“ゴールドシーケンス (gold sequence)”との用語とお互いに取り替え可能である
。
【０００５】
図１は、ＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク送信器の構造を示す概略図であ
る。
図１を参照すると、以前にチャンネル符号化されインターリービングされた専用物理制御
チャンネルＤＰＣＣＨ (Dedicated Physical Control Channel)、専用物理データチャンネ
ルＤＰＤＣＨ (Dedicated Physical Data Channel)１、…、ＤＰＤＣＨ Nを受信のとき、デ
マルチプレクサー１００～１０４ (デマルチプレクサーの数は、ＤＰＣＣＨに対して物理
データチャンネルの数Ｎ＋１に該当する。 )は、専用物理制御チャンネルＤＰＣＣＨ、専
用物理データチャンネルＤＰＤＣＨ１、…、ＤＰＤＣＨ NをＩ (In-phase)／Ｑ (Quadrature
)チャンネルに分ける。このとき、デマルチプレクサー１０１から分かれて出力されたＩ
及びＱチャンネルは、それぞれ乗算器１１０及び１１１へ入力される。前記乗算器１１０
及び１１１は、Ｉ及びＱチャンネルにチャンネル区分のための直交コード１を乗じて、ス
クランブラー１２０へ出力を伝送する。同様に、デマルチプレクサー１０２～１０４から
分かれて出力されたＩ及びＱチャンネルは、前述したような同一な動作を遂行してそれぞ
れのＮスクランブラー１２４～１２８に入力される。そうすると、スクランブリングコー
ドグループ生成器１００は、スクランブラー１２０，１２４～１２８に該当する二次スク
ランブリングコードを生成して、該当するスクランブラー１２０、１２４～１２８へ出力
する。ここで、前記スクランブラー１２０、１２４～１２８は、前記該当乗算器の出力信
号と前記スクランブリングコードグループ生成器１００の出力信号とを複素モード (compl
ex mode)で乗じて、スクランブリングされた信号の実数部分を加算器１３０へ、スクラン
ブリングされた信号の虚数部分を加算器１３５へ出力する。前記加算器１３０は、前記ス
クランブラー１２０、１２４～１２８からスクランブリングされた信号の実数部分を加算
し、加算器１３５は、スクランブラー１２０、１２４～１２８からスクランブリングされ
た信号の虚数部分を加算する。
【０００６】
図２は、図１に示した複数のスクランブリングコードグループを同時に生成するスクラン
ブリングコードグループ生成器１００の概略的なブロック図である。実際に、共通制御チ
ャンネル及びデータチャンネルは、一次スクランブリングコードのみを使用すべきである
が、二次スクランブリングコードは、使用可能な通信リンクの数を増加させるために一次
スクランブリングコードの代わりに使用されられる。例えば、基地局Ａが使用可能な直交
コードＣ -Ｈとともに一次スクランブリングコードＢを使用し、前記直交コードＣ -Ｈのす
べてが多様なチャンネルに割り当てられる場合、新たな端末が基地局Ａと通信を願っても
新たなチャンネルに割り当てられるそれ以上の使用可能な直交コードはない。このような
場合、一次スクランブリングコードＡを使用する代わりに、二次スクランブリングコード
Ｚは、新たなチャンネルに対して使用されられる。そうすると、前記直交コードＣ -Ｈは
、新たなチャンネルが一次スクランブリングコードＡの代わりに二次スクランブリングコ
ードＺを使用するため、新たなチャンネルに割り当てられることができる。
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【０００７】
従って、前記新たなチャンネルは、一次スクランブリングコードＡの代わりに二次スクラ
ンブリングコードＺを使用するため、直交コードＣ -Ｈを使用した元来のチャンネルとは
区別されられる。そこで、基地局は、複数のスクランブリングコードグループを生成でき
なければならない。
【０００８】
図２を参照すると、一般的なスクランブリングコードグループ生成器１００は、複数のゴ
ールドシーケンス生成器２０１と前記ゴールドシーケンス生成器２０１に該当する複数の
遅延器２０３とを含む。前記ゴールドシーケンス生成器２０１は、上位階層から多重チャ
ンネルに対するスクランブリングコードの制御情報を受信のとき、スクランブリングコー
ド、すなわち、制御情報を基としたゴールドシーケンスコードを生成してＩチャンネル成
分を有するように前記生成されたスクランブリングコードを出力する。前記遅延器２０３
は、前記Ｉチャンネル成分を有するスクランブリングコードを所定のチップ数だけ遅延さ
せ、Ｑチャンネル成分を有する遅延したスクランブリングコードを生成させる。
【０００９】
図３は、ＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク受信器の構造を示す概略図であ
る。ダウンリンク共通制御チャンネルに対して、受信器は、一次スクランブリングコード
でスクランブリングされたダウンリンク共通制御信号のデスクランブル (descramble)を行
わなければならない。同時に、ダウンリンクデータチャンネルに対して、受信器は、ダウ
ンリンクデータチャンネルが二次スクランブリングコードを使用するとき、二次スクラン
ブリングコードでスクランブリングされた信号をデスクランブリングしなければならない
。従って、受信器は、多重スクランブリングコードを生成させなければならない。
【００１０】
図３を参照すると、図１及び図２に示したような送信器から信号を受信すると、前記受信
された信号のＩ／Ｑチャンネル成分は、それぞれデスクランブラー３１０及び３１４に入
力される。スクランブリングコードグループ生成器３００は、それぞれのチャンネルに該
当するスクランブリングコードを同時に生成してデスクランブラー３１０及び３１５へ出
力する。そうすると、前記デスクランブラー３１０及び３１５は、受信信号Ｉ＋ｊＱに前
記スクランブリングコードグループ生成器３００から受信されたスクランブリングコード
の共役 (conjugate)を乗じて、前記受信された信号のデスクランブリングを行う。その後
、該当乗算器３２０、３２２、３２４、３２６へ前記デスクランブリングされた信号のＩ
及びＱチャンネル成分を出力する。ここで、それぞれのチャンネルに割り当てられた直交
コードは、乗算器３２０、３２２、３２４、及び３２６で逆拡散されて該当デマルチプレ
クサー３３０及び３５０へ出力される。前記デマルチプレクサー３３０及び３５０は、前
記逆拡散されたＩ及びＱチャンネル成分をそれぞれデマルチプレキシングする。
【００１１】
図４は、図３に示した複数のスクランブリングコードグループを同時に生成するためのス
クランブリングコードグループ生成器３００の概略的なブロック図である。実際に、前記
スクランブリングコードグループ生成器３００は、共通制御チャンネルのための一次スク
ランブリングコードを使用すべきであるが、使用可能な直交コードが不足である場合、デ
ータチャンネルのように使用者に従って使用されるチャンネルに対しては、二次スクラン
ブリングコードも使用できる。従って、移動局は、複数のスクランブリングコードグルー
プを生成させなければならない。
【００１２】
図４を参照すると、受信器のスクランブリングコードグループ生成器３００は、複数のゴ
ールドシーケンス生成器４０１と前記ゴールドシーケンス生成器４０１に該当する複数の
遅延器４０３とを含む。前記ゴールドシーケンス生成器４０１は、上位階層から多重チャ
ンネルに対するスクランブリングコードの制御情報を受信のとき、制御情報に該当するゴ
ールドシーケンスコードを生成して、Ｉチャンネル成分を有するように前記生成されたゴ
ールドシーケンスコードを出力する。前記遅延器４０３は、前記Ｉチャンネル成分を有す

10

20

30

40

50

(6) JP 3640923 B2 2005.4.20



るゴールドシーケンスコードを所定のチップ数だけ遅延させ、Ｑチャンネル成分を有する
ゴールドシーケンスコードを生成させる。
【００１３】
図５は、図２及び図４に示したゴールドシーケンス生成器の構造を示す概略図である。
図５を参照すると、通常ゴールドシーケンスは、２つの相互異なるｍシーケンスの二進和
(binary adding)で生成される。上位ｍシーケンスを生成するシフトレジスタは、
【数４】
　
　
　
　
として定義された生成多項式で具現され、下位ｍシーケンスを生成するシフトレジスタは
、
【数５】
　
　
　
　
として定義された生成多項式で具現される。
【００１４】
現在ＵＭＴＳ標準案において、スクランブリングコードナンバーリング及びそれの発生方
法に対しては説明されていない。従って、ＵＭＴＳ標準案を見ると、前記受信器及び送信
器は、多重スクランブリングコードを生成するために前述したような複数のスクランブリ
ングコード生成器を要求する。そこで、個々のスクランブリングコードに対して異なる生
成器を使用するが、これは、ハードウェアの複雑度を増加させる。さらに、前記スクラン
ブリングコードとしてゴールドシーケンスを使用するとき、ハードウェアの複雑度は、前
記スクランブリングコードを一次スクランブリングコードと二次スクランブリングコード
とに分ける方式及び前記スクランブリングコードをどのようにナンバーリングするかによ
っている。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、マスク関数を利用して所定の長さ単位でグルーピングされるス
クランブリングコードを生成してハードウェアの複雑度を最小化できるスクランブリング
コード生成装置及び方法を提供することにある。
本発明の他の目的は、マスク関数を利用して生成される一次スクランブリングコードと使
用可能な通信リンクの数を増加させるために、一次スクランブリングコードの代わりに使
用される関連した複数の二次スクランブリングコードとを含むスクランブリングコード生
成装置及び方法を提供することにある。前記スクランブリングコードは、マスク関数を使
用することによって生成される。
【００１６】
本発明のまた他の目的は、一次スクランブリングコードとこれに関連した複数の二次スク
ランブリングコードとを生成する装置及び方法を提供することにある。
本発明の実施形態において、第１シフトレジスタは、第１ｍシーケンスを生成するのに使
用され、第２シフトレジスタは、第２ｍシーケンスを生成するのに使用される。前記第１
ｍシーケンスは、一次スクランブリングコードを生成するために第２ｍシーケンスととも
に加算される。前記関連した第２スクランブリングコードを生成するために、前記第１シ
フトレジスタのビットは、前記第１ｍシーケンスを循環シフトするためのマスク関数を使
用するＮマスキング部に入力される。前記マスキング部のそれぞれの出力は、Ｎ個の二次
スクランブリングコードを生成するために第２ｍシーケンスとともに加算される。
【００１７】
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本発明のさらに他の目的は、１つのスクランブリングコード生成器によるスクランブリン
グコードの単純な生成に対するスキーム (scheme)をナンバーリングするスクランブリング
コードを提供することにある。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
前記のような目的を達成するために、本発明は、基地局に割り当てられた１つの一次スク
ランブリングコードと連鎖状の複数のシフトレジスタをそれぞれ有する２つのｍシーケン
ス生成器を有する複数の二次スクランブリングコードとを生成する方法において、所定の
生成多項式を有する第１ｍシーケンス生成器によって第１ｍシーケンスを生成し、第１ｍ
シーケンス生成多項式とは異なる所定の生成多項式を有する第２ｍシーケンス生成器によ
って第２ｍシーケンスを生成するステップと、一次スクランブリングコードを生成するた
めに、前記第１ｍシーケンス生成器の出力と第２ｍシーケンス生成器の出力とを加算する
ステップと、第１ｍシーケンスレジスタのすべての値を受信するステップと、二次スクラ
ンブリングコードを決定するマスク値と第１ｍシーケンスレジスタの値とを乗算し、すべ
てのクロック信号で乗じられた値を加算するステップと、加算された値と第２ｍシーケン
ス生成器の出力とを加えることにより、ｉ番目の二次スクランブリングコードを生成する
ステップと、からなることを特徴とする。
【００１９】
前記のような他の目的を達成するために、本発明は、基地局に割り当てられた１つの一次
スクランブリングコードと複数の二次スクランブリングコードとを生成するＣＤＭＡ移動
通信システムにおける多重スクランブリングコードを生成する装置において、第１ｍシー
ケンスを生成する直列連結された複数のシフトレジスタを有する第１ｍシーケンス  生成
器と、第２ｍシーケンスを生成する直列連結された複数のシフトレジスタを有する第２ｍ
シーケンス生成器と、前記一次スクランブリングコードを生成するために、前記第１ｍシ
ーケンスと第２ｍシーケンスとを加算する第１加算器と、前記第１ｍシーケンス生成器の
レジスタ値 (ａ i )のそれぞれを受信し、前記レジスタ値と前記第１ｍシーケンスをシフト
することにより二次スクランブリングコードを決定するマスク値 (ｋ i )とを乗算し、前記
乗算された値 (ａ i×ｋ i )を加算するマスキング部と、前記  二次スクランブリングコード
を生成するために、前記第２ｍシーケンスと前記加算された値とを加算する第２加算器と
、からなることを特徴とする。
【００２０】
前記のようなまた他の目的を達成するために、本発明は、基地局区分のための１つの一次
スクランブリングコードとチャンネル区分のための複数の二次スクランブリングコードと
を使用するＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク送信器のスクランブリングコ
ード生成装置において、第１ｍシーケンスを生成する第１ｍシーケンス生成器と、第２ｍ
シーケンスを生成する第２ｍシーケンス生成器と、前記第１ｍシーケンス及び第２ｍシー
ケンスを加算して前記一次スクランブリングコードを生成する第１加算器と、前記第１ｍ
シーケンスをシフトする複数の第１マスキング部と、前記シフトされた第１ｍシーケンス
のうちの１つと前記第２ｍシーケンスとを加算して前記複数の二次スクランブリングコー
ドを生成する複数の第２加算器と、からなることを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に従う好適な実施例を添付図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、図面中
、同一な構成要素及び部分には、可能な限り同一な符号及び番号を共通使用するものとす
る。
下記説明において、関連した公知機能または構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を
ぼやかさないようにするために詳細な説明は省略する。
【００２２】
前記スクランブリングコードとしてゴールドコードが使用されるが、ゴールドコードは、
相互異なる２つのｍシーケンスの二進和により生成される。長さＬを有する前記２つのｍ
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シーケンスをそれぞれｍ１ (ｔ )及びｍ２ (ｔ )と定義すると、ゴールドコードの集合は、相
関度特性に優れた相互異なるＬ個のゴールドシーケンスを構成するが、ゴールドコードの
集合を下記式１のように示すことができる。
【数６】
　
　
　
　
【００２２】
ここで、前記ｔは時間可変数、τはシフト値である。式１から分かるように、ゴールドコ
ードの集合は、τ回循環シフトされた前記ｍシーケンスｍ 1 (ｔ )と前記ｍシーケンスｍ 2 (
ｔ )との和で構成されたすべてのシーケンスの集合である。従って、本発明の目的のため
に、τ回循環シフトされた前記ｍシーケンスｍ 1 (ｔ )と前記ｍシーケンスｍ 2 (ｔ )との和を
ゴールドコードｇτと称することとする。すなわち、
【数７】
　
　
　
　
。前記ゴールドコードの周期が２ 1 8－１である場合、ゴールドコードを構成する個々のｍ
シーケンスの周期も２ 1 8－１を有する。従って、前記ｍシーケンスｍ 1 (ｔ )を最大２ 1 8－
１回循環シフトさせられ、前記ゴールドコードの集合での元素の個数は、循環シフトの最
大値である２ 1 8－１と同じである。
【００２３】
本発明の実施形態で使用されるゴールドコードの集合は、生成多項式
【数８】
　
　
　
　
を有するｍシーケンスｍ 1 (ｔ )と生成多項式
【数９】
　
　
　
　
を有するｍシーケンスｍ 2 (ｔ )とをそれぞれ構成する元素として、２ 1 8－１個のゴールド
コードを有する。
τ回循環シフトされた第２ｍシーケンスｍ 1 (ｔ )は、元来のｍシーケンスを生成するシフ
トレジスタのメモリ値にマスク関数を適用することによって得られる。
【００２４】
本発明の実施形態では、マスク関数を利用して複数のゴールドシーケンスを同時に生成す
る生成器と、ゴールドシーケンスの集合を一次スクランブリングコード集合と二次スクラ
ンブリングコード集合とに効率よく分けて、メモリに貯蔵されているマスク関数の個数を
減少させられる方法を提供する。
【００２５】

図６は、本発明の第１実施形態に従う一次スクランブリングコード及び二次スクランブリ
ングコードの構造を示す図である。
まず、ゴールドシーケンスが長さ２ 1 8－１のゴールドシーケンスから選択されると、一番
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目３８４００チップは一次スクランブリングコードとして使用され、  二番目３８４００
チップは、前記一次スクランブリングコードに対応する一番目二次スクランブリングコー
ドとして、三番目３８４００チップは、前記一次スクランブリングコードに対応する二番
目二次スクランブリングコードとして、四番目３８４００チップは、前記一次スクランブ
リングコードに対応する三番目二次スクランブリングコードとして、五番目３８４００チ
ップは、前記一次スクランブリングコードに対応する四番目二次スクランブリングコード
として、六番目３８４００チップは、前記一次スクランブリングコードに対応する五番目
二次スクランブリングコードとして使用するようになる。ここで、５１２個の一次スクラ
ンブリングコードが使用されると、前記５１２個の一次スクランブリングコードにそれぞ
れ対応する二次スクランブリングコード集合は、５つの二次スクランブリングコードから
なる。具体的に、２ 1 8－１ (スクランブリングコードの長さ )を３８４００で割ると、６つ
(スクランブリングコードグループ )が得られる。６つのスクランブリングコードグループ
のうち、一番目スクランブリングコードグループは一次スクランブリングコードとして使
用され、残りの５つのスクランブリングコードグループは二次スクランブリングコードと
して使用される。このような構造において、１つのセル (基地局 )がそれ自体の一次スクラ
ンブリングコード及びそれ自体の二次スクランブリングコードグループから選択された二
次スクランブリングコードを使用する場合、直交コードが一次スクランブリングコードと
して使用されないとき、前記一次スクランブリングコードに対応する前記二次スクランブ
リングコードグループに属している前記選択された二次スクランブリングコードは、ダウ
ンリンクチャンネルスクランブリングコードとして使用される。図６に示すように、一旦
一次スクランブリングコードが選択されると、一次スクランブリングコードに対応する二
次スクランブリングコードは、一次スクランブリングコードを含むゴールドコードの部分
であることもある。このとき、前記二次スクランブリングコードは、前記一次スクランブ
リングコードにマスク関数を適用することによって生成される。このような方法は、図７
に示すように、１つの一次スクランブリングコードと複数の二次スクランブリングコード
とを同時に生成する送信器のスクランブリングコードグループ生成器に適用される。
【００２６】
図７を参照すると、スクランブリングコードグループ生成器７０１は、上位シフトレジス
タメモリ (以下、“第１シフトレジスタメモリ”と称する。 )７００ (レジスタ０～１７を
有する。 )及び加算器７３０を含む第１ｍシーケンス生成器７５０と、下位シフトレジス
タメモリ (以下、“第２シフトレジスタメモリ”と称する。 )７０５ (レジスタ０～１７を
有する。 )及び加算器７３５を含む第２ｍシーケンス生成器７６０と、複数のマスキング
部７１０～７１２、７１４～７１６と、複数の加算器７４０及び７４２～７４４と、複数
の遅延器７２０、７２２～７２４と、から構成される。前記第１シフトレジスタメモリ７
００は、所定のレジスタ初期値“ａ 0”を、前記第２シフトレジスタメモリ７０５は、所
定のレジスタ初期値“ｂ 0”を貯蔵している。
【００２７】
前記メモリ７００及びメモリ７０５内の各レジスタに貯蔵された前記値は、入力クロック
(図示せず )の毎周期ごと変えられることができる。前記レジスタメモリ７００及び７０５
は、１８ビット (またはシンボル )二進値“ａ i”及び“ｂ i”のそれぞれを貯蔵する (ｉ =０
～ｃ -1、ここで、ｃ =レジスタメモリ７００及び７０５でのレジスタの総数を意味する。 )
 。
【００２８】
前記第１ｍシーケンス生成器７５０は、前記レジスタメモリ７００と前記レジスタメモリ
７００のレジスタ０及び７から二進値を加える二進加算器 (binary adder)である加算器７
３０とを利用して第１ｍシーケンスを生成し、前記加えられた値をレジスタ１７に出力す
る。前記レジスタメモリ７００のレジスタ０は、クロックが入力されるときごと第１ｍシ
ーケンスを形成する二進値を順次的に出力する。マスキング部７１０～７１２は、予め決
定されたチップ数によって前記第１ｍシーケンスを循環シフトして生成するためにマスク
コード値 (ｋ 1

i～ｋ N
i )を貯蔵する。前記循環シフトは、前記第１シフトレジスタメモリ７

10

20

30

40

50

(10) JP 3640923 B2 2005.4.20



００のレジスタ値“ａ i”とマスクコード値とを乗じることによって実行される。これは
、
【数１０】
　
　
　
　
のような数式で示され、前記結果値は、加算器７４２～７４４のそれぞれに提供される。
【００２９】
前記第２ｍシーケンス生成器７６０は、前記レジスタメモリ７０５と前記レジスタメモリ
７０５のレジスタ０、５、７  及び１０からの二進値を加える二進加算器である前記加算
器７３５とを利用して第２ｍシーケンスを生成し、前記加えられた値をレジスタ１７に出
力する。  前記レジスタメモリ７０５のレジスタ０は、クロックが入力されるときごと第
２ｍシーケンスを形成する二進値を順次的に出力する。前記マスキング部７１４～７１６
は、予め決定されたチップ数によって前記第２ｍシーケンスを循環シフトして生成するた
めにマスクコード値 (ｓ 1

i～ｓ N
i )を貯蔵する。前記循環シフトは、前記第２シフトレジス

タメモリ７０５のレジスタ値“ｂ i”とマスクコード値とを乗じることによって実行され
る。前記結果値は、加算器７４２～７４４のそれぞれに提供される。前記ｍシーケンス生
成器７５０及び７６０のそれぞれは、該当生成多項式によってｍシーケンスを生成する。
【００３０】
前記加算器７４０は、前記第１シフトレジスタメモリ７００の０番目レジスタ値と前記第
２シフトレジスタメモリ７０５の０番目レジスタ値とを加算してスクランブリングコード
を生成し、前記スクランブリングコードは一次スクランブリングコードになる。そして、
加算器７４２～７４４は、前記第１シフトレジスタメモリ７００に連結された前記マスキ
ング部７１０～７１２のそれぞれから生成された１ビットと前記マスキング部７１０～７
１２に対応する前記マスキング部７１４～７１６のそれぞれから生成された１ビットとを
加算する。言い換えれば、前記第１グループでのＮ番目マスキング部７１２からの出力と
第２グループでのＮ番目マスキング部７１６からの出力とを加算するときまで、前記第１
グループでの前記第１マスキング部７１０からの出力と前記第２グループでのマスキング
部７１４からの出力とを加算する。従って、前記第１グループでのマスキング部７１０～
７１２のそれぞれは、前記第２グループのマスキング部７１４～７１６で対応するマスキ
ング部を有する。前記対応するマスキング部から出力される値は、前記加算器７４２～７
４４のそれぞれで加算される。すなわち、前記個々のマスキング部は、前記第１シフトレ
ジスタメモリ７００及び第２シフトレジスタメモリ７０５に対して、相互対応する共役を
有する。例えば、前記第１シフトレジスタメモリ７００の第１マスキング部７１０は、前
記第２シフトレジスタメモリ７０５の第１マスキング部７１４に該当し、Ｎ番目マスキン
グ部７１２は、Ｎ番目マスキング部７１６に該当する。前記２つの共役マスキング部の間
には、入力クロックに応答して前記マスキング部から出力される２個のビットを加算する
加算器７４２～７４４が連結される。ここで、前記加算器７４２～７４４の出力信号は、
Ｉチャンネル成分を有する。
【００３１】
遅延器７２０及び７２２～７２４は、前記Ｉチャンネル成分の信号を所定のチップ数だけ
遅延してそれぞれのＱチャンネル成分の信号を生成する。
前記構成に従う本発明の動作を説明する。
【００３２】
前記一次スクランブリングコードに対する初期値がレジスタ値“ａ i”または“ｂ i”を循
環シフトするための１８個のレジスタをそれぞれ有する前記第１シフトレジスタメモリ７
００及び第２シフトレジスタメモリ７０５に印加されると、前記第１シフトレジスタメモ
リ７００及び第２シフトレジスタメモリ７０５の０番目レジスタ値は、加算器７４０に入
力され、前記第１シフトレジスタメモリ７００の１８個のレジスタ値“ａ i”は、第１シ
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フトレジスタの循環シフトされたシーケンスを生成するために、一番目～Ｎ番目マスキン
グ部７１０～７１２に入力される。これと同時に、前記第２シフトレジスタメモリ７０５
の１８個のレジスタ値“ｂ i”は、第１シフトレジスタの循環シフトされたシーケンスを
生成するために、一番目～Ｎ番目マスキング部７１４～７１６に入力される。そうすると
、前記第１マスキング部７１０は、前記第１ (上位 )シフトレジスタメモリ７００ (シフト
レジスタメモリ７００で１８個のレジスタから出力される１８ビット )からの入力値をマ
スク関数ｋ 1

i (すなわち、
【数１１】
　
　
　
　
)でマスキングし、前記マスキングされた値を一番目二次スクランブリングコードを生成
するために加算器７４４に出力する。前記マスキングは、すべてのマスキング部７１０～
７１２で現在進行している。前記Ｎ番目マスキング部７１２は、前記第１ (上位 )シフトレ
ジスタからの入力値をマスク関数ｋ N

i (すなわち、
【数１２】
　
　
　
　
でマスキングし、前記マスキングされた値をＮ番目二次スクランブリングコードを生成す
るために加算器７４２に出力する。そして、前記Ｎ番目マスキング部７１６は、前記第２
(下位 )シフトレジスタからの入力値をマスク関数ｓ N

i (すなわち、
【数１３】
　
　
　
　
)でマスキングし、前記マスキングされた値をＮ番目二次スクランブリングコードを生成
するために加算器７４４に出力する。前記第１マスキング部７１４は、前記レジスタメモ
リ７０５からの入力値をマスク関数ｓ 1

i (すなわち、
【数１４】
　
　
　
　
)でマスキングし、前記結果値を一番目二次スクランブリングコードを生成するために加
算器７４２に出力する。前記マスキング部７１０～７１２のそれぞれは、前記第１シフト
レジスタメモリ７００からの入力値をマスキングし、前記マスキングされた値をそれぞれ
の加算器７４２～７４４に出力する。そうすると、前記加算器７４０は、前記第１シフト
レジスタメモリ７００及び第２シフトレジスタメモリ７０５の０番目レジスタからそれぞ
れ出力されたビットを加算する。このように生成された出力信号は、遅延器７２０ですぐ
遅延される。前記加算器７４４は、Ｉチャンネル信号を生成するために、前記Ｎ番目マス
キング部７１２及び７１６からの出力ビットを加算し、前記遅延器７２４にすぐ出力され
る。前記遅延器７２２は、前記加算器７４４から出力されるＩチャンネル信号を所定のチ
ップ数だけ遅延して、Ｑチャンネルスクランブリング信号を生成する。前記加算器７４２
は、前記第１マスキング部７１０及び７１４からの２つの出力ビットを加算してＩチャン
ネル信号を生成する。このようなＩチャンネル信号は、すぐ遅延器７２２で所定のチップ
数だけ遅延される。そうすると、前記第１シフトレジスタメモリ７００の０番目及び７番
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目レジスタ値は、加算器７３０で加算され、左側値が右側に１ずつシフトされ、もっとも
左側のレジスタが加算器７３０の出力値で新たに満ちると、前記加算された値は、１７番
目レジスタに入力される。前記第２シフトレジスタメモリ７０５の０番目、５番目、７番
目、及び 1０番目レジスタ値は、加算器７３５で加算され、左側値が右側に１ずつシフト
され、もっとも左側のレジスタ (すなわち、１７番目レジスタ )が加算器７３５の出力値で
新たに満ちると、前記加算された値は、１７番目レジスタに入力される。前記のような動
作を反復しつつ多重スクランブリングコードを生成する。
【００３３】
図８は、１つの一次スクランブリングコードと１つの二次スクランブリングコードとを同
時に生成する受信器のスクランブリングコード生成器を示す図である。
前記受信器は、共通制御チャンネル及びそこに割り当てられたデータチャンネルに対する
スクランブリングコードのみ使用すべきであるので、１つの一次スクランブリングコード
及び１つの二次スクランブリングコードを必要とする。
【００３４】
図８を参照すると、１８個の上位シフトレジスタを有する第１シフトレジスタメモリ８４
０及び１８個の下位シフトレジスタを有する第２シフトレジスタメモリ８４５に一次スク
ランブリングコードに対する初期値が入力されると、第１シフトレジスタメモリ８４０及
び第２シフトレジスタメモリ８４５の０番目レジスタ値は、加算器８１０に入力される。
前記加算器８１０の出力は、一次スクランブリングコードである。前記第１シフトレジス
タメモリ８４０の１８個のレジスタ値“ａ i”は、マスキング部８２０に入力される。こ
れと同時に、前記第２シフトレジスタメモリ８４５の１８個のレジスタ値“ｂ i”は、マ
スキング部８２５に入力される。そうすると、前記マスキング部８２０は、前記第１シフ
トレジスタからの入力値をマスク関数ｋ i (すなわち、
【数１５】
　
　
　
　
)でマスキングし、前記マスキングされた値を一番目二次スクランブリングコードを生成
するために加算器８１５に出力する。また、前記マスキング部８２５は、前記第２ (下位 )
シフトレジスタからの入力値をマスク関数ｓ i (すなわち、
【数１６】
　
　
　
　
)でマスキングし、前記マスキングされた値を二次スクランブリングコードを生成するた
めの加算器８１５に出力する。そうすると、前記加算器８１０は、第１シフトレジスタメ
モリ８４０及び第２シフトレジスタメモリ８４５の０番目レジスタからそれぞれ出力され
たビットを加算してＩチャンネル一次スクランブリングコード信号を生成する。前記Ｉチ
ャンネル一次スクランブリングコード信号は、すぐ遅延器８３０で所定のチップ数だけ遅
延してＱチャンネル一次スクランブリングコード信号を生成する。そして、前記加算器８
１５は、マスキング部８２０及び８２５からの２つの出力ビットを加算してＩチャンネル
一次スクランブリングコード信号を生成する。このようなＩチャンネル一次スクランブリ
ングコード信号は、すぐ遅延器８３５で遅延される。そうすると、前記第１シフトレジス
タの０番目及び７番目のレジスタ値は加算器８００で加算され、左側値が右側に１ずつシ
フトされると、前記加算された値は、１７番目レジスタに出力される。前記第２シフトレ
ジスタの０番目、５番目、７番目、及び 1０番目レジスタ値は加算器８０５で加算され、
左側値が右側に１ずつシフトされると、前記加算された値は、１７番目レジスタに出力さ
れる。前記のような動作を反復しつつ多重スクランブリングコードを生成する。
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【００３５】
前記第１実施形態でのスクランブリングコード生成器は、それぞれの二次スクランブリン
グコードを生成するために、マスキング部に貯蔵された相互異なる複数のマスク関数を必
要とする。すなわち、Ｎ個のスクランブリングコードを生成するために２Ｎ個のマスク関
数を使用する。従って、図６に示した一次スクランブリングコード及び二次スクランブリ
ングコードの構造を有することにより、図７及び図８に示す送受信器構造のスクランブリ
ングコード生成器が具現できる。また、相当に小さいハードウェア複雑度を有する２Ｎ個
のマスク関数のみをさらに備えて多重スクランブリングコードが生成できる。
【００３６】

図９は、本発明の第２実施形態に従う一次スクランブリングコード及び二次スクランブリ
ングコードの構造を示す図である。前記第１実施形態がｍシーケンスｍ 1 (ｔ )及びｍ 2 (ｔ )
をすべてマスキングしてスクランブリングコードを生成すｙるに反して、第２実施形態は
、ｍ 1 (ｔ )は循環シフトせず、ｍ 2 (ｔ )のみ循環シフトしてスクランブリングコードを生成
する。すなわち、第２実施形態は、前記 [数式１ ]でよく表現される実施形態である。
【００３７】
図９を参照すると、まず、Ｍ個の二次スクランブリングコードが１つの一次スクランブリ
ングコードに対応する場合、ゴールドコード集合のうち、１番目、Ｍ＋２、 (２Ｍ＋３ )、
…、 ((Ｋ－１ )*Ｍ＋Ｋ )、…、 (５１１Ｍ＋５１２ )番目のゴールドコードを一次スクラン
ブリングコードとして使用し、Ｋ番目一次スクランブリングコードとして使用される ((Ｋ
－１ )*Ｍ＋Ｋ )番目ゴールドコードに対応する二次スクランブリングコードは、Ｍ個のゴ
ールドコード、すなわち、 ((Ｋ－１ )*Ｍ＋Ｋ＋１ ))、 ((Ｋ－１ )*Ｍ＋Ｋ＋２ ))、…、及び
(Ｋ *Ｍ＋Ｋ )番目のゴールドコードから構成されている。このとき、５１２個の一次スク
ランブリングコードが使用されると、５１２個の一次スクランブリングコードにそれぞれ
対応する二次スクランブリングコードの集合は、Ｍ個の二次スクランブリングコードから
なる。
【００３８】
このような構造において、１つのセルが一次スクランブリングコードのうちの１つを使用
する場合、二次スクランブリングコードが使用されるべきであるとき、前記一次スクラン
ブリングコードに対応する二次スクランブリングコードグループに属している二次スクラ
ンブリングコードを使用するようになる。図９に示すように、一旦一次スクランブリング
コードが選択されると、一次スクランブリングコードに対応する二次スクランブリングコ
ードは、循環シフトされた第１ｍシーケンス及び第２ｍシーケンスを加算することによっ
て生成される。このとき、前記二次スクランブリングコードは、前記第１シフトレジスタ
メモリ内のシーケンスにマスク関数を適用することによって生成される。このような方法
は、図１０に示すように、１つの一次スクランブリングコードと複数の二次スクランブリ
ングコードとを同時に生成する送信器のスクランブリングコード生成器に適用される。
【００３９】
図１０を参照すると、前記第１ｍシーケンス生成器１０５０は、第１シフトレジスタメモ
リ１０４０ (レジスタ０～１７を有する )とレジスタ０及び７の出力を加算するための加算
器１０１０を含む。前記第２ｍシーケンス生成器１０６０は、第２レジスタメモリ１０４
５ (レジスタ０～１７を有する )とレジスタ０、５、７及び１０の出力を加算するための加
算器１０１５を含む。図１０に示す前記スクランブリングコード生成器は、前記２つのｍ
シーケンス生成器１０５０及び１０６０と、複数のマスキング部１０００～１００５と、
複数の加算器１０３０及び１０３２～１０３４と、複数の遅延器１０２０及び１０２２～
１０２４とからなる。前記第１シフトレジスタメモリ１０４０は、所定のレジスタ初期値
“ａ 0”を貯蔵し、前記第２シフトレジスタメモリ１０４５は、所定のレジスタ初期値“
ｂ 0”を貯蔵している。前記シフトレジスタメモリ１０４０及び１０４５は、１８二進値 (
ビットまたはシンボル )“ａ i”及び“ｂ i” (０≦ｉ≦１７ )が貯蔵できる。前記２つのｍ
シーケンス生成器１０５０及び１０６０は、入力クロック (図示せず )の毎周期ごと、それ
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ぞれの生成多項式に従って直列出力シーケンスビットを生成する。本発明の第２実施形態
は、スクランブリングコードを生成するために３８４００シンボルの長さを有するゴール
ドコードを使用する。従って、前記シフトレジスタメモリ１０４０及び１０４５は、それ
ぞれのシフトレジスタメモリ１０４０及び１０４５が３８４００シンボルの長さを有する
シーケンスを出力するとき、初期値でリセットされることができる。
【００４０】
前記第１ｍシーケンス生成器１０５０は、シフトレジスタメモリ１０４０と、前記シフト
レジスタメモリ１０４０のレジスタ０及び７からの二進値を加算して、前記加算された値
をレジスタ１７に出力する二進加算器である加算器１０１０とを使用して第１ｍシーケン
スを生成する。前記シフトレジスタメモリ１０４０のレジスタ０は、入力クロックが入力
されるときごと前記第１ｍシーケンスを形成する二進値を順次的に出力する。前記マスキ
ング部１０００～１００５は、前記第１ｍシーケンスを所定のチップ数だけ循環シフトさ
せて生成するためのマスクコード値 (ｋ 1

i～ｋ N
i )を貯蔵する。前記循環シフトは、前記マ

スクコード値と第１シフトレジスタメモリ１０４０のレジスタ値“ａ i”とを乗じること
によって遂行される。これを数式で示すと、
【数１７】
　
　
　
　
である。前記結果値は、加算器１０３２～１０３４にそれぞれ提供される。本発明の好適
な実施形態において、前記マスクコード値 (ｋ 1

i～ｋ N
i )のそれぞれは、第１ｍシーケンス

が 1～Ｎ回循環シフトされた新たなシーケンスを生成する。従って、それぞれのマスクコ
ード値は、要求された循環シフト数によって決定される。
【００４１】
前記加算器１０３０は、前記第１シフトレジスタメモリ１０４０の０番目レジスタ値と前
記第２シフトレジスタメモリ１０４５の０番目レジスタ値とを加算してスクランブリング
コードを生成する。これが一次スクランブリングコードになる。そして、前記加算器１０
３２～１０３４は、前記マスキング部１０００～１００５からそれぞれ生成される１ビッ
トと前記第２シフトレジスタメモリ１０４５から生成される１ビットとを加算してＩチャ
ンネルスクランブリングコード信号を生成する。ここで、前記加算器１０３０の出力は、
前記一次スクランブリングコードとして使用され、前記加算器１０３２～１０３４から出
力されるスクランブリングコードは、前記一次スクランブリングコードに対応する二次ス
クランブリングコードとして使用されられる。可能なマスク値の例として、 (ｋ 1

i～ｋ n
i )

:ｋ 1
i =(000000000000000010)、ｋ 2

i =(000000000000000100)、ｋ 3
i =(0000000000000001000

)．．．が挙げられる。このようなマスク値を制御することにより、他の一次及び二次コ
ードが生成できる。前記例では、ｍシーケンスを‘ｎ  ’回循環シフトするために必要と
するマスクコードを得る方法を示す。一般的に、Ｘｎをｍシーケンス (すなわち、Ｘｎ／
ｆ (ｘ ))に対する生成多項式で割り、マスクコードを生成するために割ったものの余りを
取ることである。例えば、３１回循環シフトしたマスクコードが要求されると、ｘ 3 1を生
成多項式
【数１８】
　
　
　
　
で割り、それ以上割れない余りを取る。前記最終余りは、
【数１９】
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で示されるように、ｘ 1 3  + ｘ 9  + ｘ 2  である。
【００４１】
前記ｘ 1 3  + ｘ 9  + ｘ 2に対応する二進シーケンスは、ｍシーケンスを３１回循環シフトさ
せるために要求されるマスクコードは、 000010001000000100である。
前記遅延器１０２０及び１０２２～１０２４は、前記Ｉチャンネル信号を所定のチップ数
だけ遅延してＱチャンネルスクランブリングコード信号を生成する。
前述したように、本発明の第２実施形態では、図９に示すようなスクランブリングコード
グループを生成し、１つのゴールドコード生成器、マスキング部１０００～１００５、及
び加算器１０２２～１０３４のみを使用する。
【００４２】
具体的な動作を説明すると、１８個のシフトレジスタをそれぞれ有する第１シフトレジス
タメモリ１０４０及び第２シフトレジスタメモリ１０４５に一次スクランブリングコード
に対する初期値が入力されると、第１シフトレジスタメモリ１０４０及び第２シフトレジ
スタメモリ１０４５の０番目レジスタ値は加算器１０３０に入力され、前記第１シフトレ
ジスタメモリ１０４０の１８個のレジスタ値“ａ i”は、第１ｍシーケンスの 1～Ｎ個の循
環シフトされたシーケンスを生成するために、一番目第１マスキング部１０００～Ｎ番目
マスキング部１００５に入力される。そうすると、前記第１マスキング部１０００は、前
記第１ (上位 )シフトレジスタメモリ１０４０からの入力値 (ａ i )を一番目二次スクランブ
リングコードを生成するためのマスク関数ｋ 1

iでマスキング (すなわち、
【数２０】
　
　
　
　
)し、前記マスキングされた値 (ａ i )を加算器１０３２に出力する。そして、前記Ｎ番目マ
スキング部１００５は、前記第１ (上位 )シフトレジスタメモリ１０４０からの入力値 (ａ i

)をＮ番目二次スクランブリングコードを生成するためのマスク関数ｋ N
iでマスキング (す

なわち、
【数２１】
　
　
　
　
)し、前記マスキングされた値 (ａ i )を加算器１０３４に出力する。同時に、前記加算器１
０３０は、第１シフトレジスタメモリ１０４０及び第２シフトレジスタメモリ１０４５の
０番目レジスタからそれぞれ出力されたビットを加算し、前記生成された出力信号は、す
ぐ前記遅延器１０２２で遅延される。そして、前記加算器１０３２は、前記第１マスキン
グ部１０００からの出力ビットと第２シフトレジスタメモリ１０４５の０番目シフトレジ
スタからの出力ビットとを加算し、前記出力信号は、すぐ前記遅延器１０２２に入力され
る。この後、前記シフトレジスタメモリ１０４０の０番目及び７番目レジスタ値は、加算
器１０１０で加算され、左側値が右側に１ずつシフトされ、もっとも左側のレジスタが加
算器１０１０の出力値で新たに満ちると、前記加算された値は１７番目レジスタに入力さ
れる。第２シフトレジスタメモリ１０４５の０番目、５番目、７番目、及び 1０番目レジ
スタ値は、前記加算器１０１５で加算され、左側値が右側に１ずつシフトされ、もっとも
左側のレジスタ (すなわち、１７番目レジスタ )が加算器１０１５の出力値で新たに満ちる
と、前記加算された値は、前記第２シフトレジスタメモリ１０４５の１７番目レジスタに
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入力される。前記のような動作を反復しつつ多重スクランブリングコードを生成する。
【００４３】
図１１は、１つの一次スクランブリングコードと１つの二次スクランブリングコードとを
同時に生成する受信器のスクランブリングコード生成器を示す図である。図１０及び図１
１に示した実施形態は、送信器か受信器のどちらかに適用されられる。
本発明の第２実施形態に従う受信器は、１つの二次スクランブリングコードのみを使用す
べきであるので、１つのマスキング部１１００のみあればよい。
【００４４】
図１１を参照すると、１８個のシフトレジスタをそれぞれ有する第１シフトレジスタメモ
リ１１４０及び第２シフトジスタメモリ１１４５に一次スクランブリングコードに対する
初期値が入力されると、第１シフトレジスタメモリ１１４０及び第２シフトレジスタメモ
リ１１４５の０番目レジスタ値は、加算器１１２０に入力され、前記第１シフトレジスタ
メモリ１１４０の１８個のレジスタ値“ａ i”は、循環シフトされたｍシーケンスを生成
するためにマスキング部１１００に入力される。そうすると、前記マスキング部１１００
は、前記第１シフトレジスタメモリ１１４０からの入力値 (ａ i )を一番目二次スクランブ
リングコードを生成するためのマスク値ｋ iでマスキングし (すなわち、
【数２２】
　
　
　
　
)、前記マスキングされた値を加算器１１２５に出力する。そして、前記加算器１１２０
は、前記第１シフトレジスタメモリ１１４０及び第２シフトレジスタメモリ１１４５の０
番目レジスタからそれぞれ出力されたビットを加算する。前記加算器１１２０の出力信号
は、すぐ遅延器１１３０で遅延される。同時に、前記加算器１１２５は、マスキング部１
１００及び第２シフトレジスタメモリ１１４５の０番目シフトレジスタからそれぞれ出力
されたビットを加算して、前記加算された値は、すぐ遅延器１１３５に入力される。その
後、左側値が右側に１ずつシフトされ、もっとも左側のレジスタが前記加算器１１１０の
出力値で新たに満ちると、前記第１シフトレジスタメモリ１１４０の０番目及び７番目レ
ジスタ値は、前記加算器１１１０で加算される。左側値が右側に１ずつシフトされ、もっ
とも左側のレジスタが加算器１１１５の出力値で新たに満ちると、前記第２シフトレジス
タメモリ１１４５の０番目、５番目、７番目、及び 1０番目レジスタ値は、前記加算器１
１１５で加算される。前記マスク値は、受信器が他のスクランブリングコードを必要とす
るとき、制御器 (図示せず )によって制御されられる。
【００４５】
前記第２実施形態のスクランブリングコード生成器は、前記二次スクランブリングコード
を生成するために、前記マスキング部に貯蔵されたマスク値を必要とする。すなわち、Ｎ
個のスクランブリングコードを生成するためにＮ個のマスク値を使用する。従って、図９
に示した一次スクランブリングコード及び二次スクランブリングコードの構造を有するこ
とによって、図１０及び図１１に示す送受信器構造のスクランブリングコード生成器が具
現できる。また、相当に小さいハードウェア複雑度を有するＮ個のマスク関数のみをさら
に備えて多重スクランブリングコードが生成できる。
【００４６】
前述の如く、本発明の詳細な説明では具体的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが
、本発明の範囲は前記実施形態によって限られてはいけなく、本発明の範囲内で様々な変
形が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかであ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　一般的なＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク送信器の構造を示す
概略的なブロック図である。
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【図２】　図１に示したスクランブリングコードグループ生成器の概略的なブロック図で
ある。
【図３】　一般的なＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク受信器の構造を示す
概略的なブロック図である。
【図４】　図３に示したスクランブリングコードグループ生成器の概略的なブロック図で
ある。
【図５】　一般的なＵＭＴＳ移動通信システムにおけるスクランブリングコードグループ
生成器の構造を示す詳細図である。
【図６】　本発明の第１実施形態に従うスクランブリングコードの構造を示す図である。
【図７】　本発明の第１実施形態に従うＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク
送信器のスクランブリングコードグループ生成器の構造を示す詳細図である。
【図８】　本発明の第１実施形態に従うＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリンク
受信器のスクランブリングコードグループ生成器の構造を示す詳細図である。
【図９】　本発明の第２実施形態に従うスクランブリングコードの構造を示す図である。
【図１０】　本発明の第２実施形態に従うＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリン
ク送信器のスクランブリングコードグループ生成器の構造を示す詳細図である。
【図１１】　本発明の第２実施形態に従うＵＭＴＳ移動通信システムにおけるダウンリン
ク受信器のスクランブリングコードグループ生成器の構造を示す詳細図である。
【符号の説明】
７００　第１ (上位 )シフトレジスタメモリ
７０１　スクランブリングコードグループ生成器
７０５　第２ (下位 )シフトレジスタメモリ
７１０～７１２、７１４～７１６　マスキング部
７２０、７２２～７２４　遅延器
７３０、７３５、７４０、７４２～７４４　加算器
７５０　第１ｍシーケンス生成器
７６０　第２ｍシーケンス生成器
８００　第１シフトレジスタメモリ
８０５　第２シフトレジスタメモリ
８００、８０５、８１０、８１５　加算器
８２０、８２５　マスキング部
８３０、８３５　遅延器
８４０　第１シフトレジスタメモリ
８４５　第２シフトレジスタメモリ
１０００～１００５　マスキング部
１０１０、１０１５、１０３０、１０３２～１０３４　加算器
１０２０、１０２２～１０２４　遅延器
１０４０　第１シフトレジスタメモリ
１０４５　第２シフトレジスタメモリ
１０５０　第１ｍシーケンス生成器
１０６０　第２ｍシーケンス生成器
１１００　マスキング部
１１１０、１１１５、１１２０、１１２５　加算器
１１３０、１１３５　遅延器
１１４０　第１シフトレジスタメモリ
１１４５　第２シフトレジスタメモリ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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